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はじめに

戦前における知的障害児への教育実践は、石井

亮一の滝之川学園をはじめとする施設教育、そし

て師範附属小学校や公立小学校における 「特別学級」

として形成されてきた。特別学級史研究としては、

戸崎敬子による 『特別学級史研究』『新特別学級

史研究』などが研究の到達点となっている1。 し

かし、各府県にわたる広範な史料調査の必要など

もあって、「特別学級」の成立 ・展開とそこでの

教育実践は、十分解明できているとはいえない。

しかも、戦後70年 となる今日では学校の統廃合

などによる史資料の散逸はとりわけ厳しく、さら

に史資料が示す個人情報の取 り扱いについても十

分な配慮が必要となっていることから、歴史的な

研究は困難に直面しているともいえる。

しかし、戦前における知的障害児教育の試みと

しての施設や学校 ・学級の成立過程は、その事業

を成 り立たせるために理解を求めることも含めた

苦難に満ちた取り組みがあった。たとえば、本稿

で取り上げることとなる京都市の場合においても、

白川学園等の財政経営を見ても、公的な援助が得

られず、個人経営となるなど、先駆的な取 り組み

であればあるほど、その発展は紆余曲折したもの

となっている。障害児者の保護 ・教育事業として

成立 ・発展したもののみならず、それを阻んだ背

景や未発となった事業や困難を乗りこえて実現さ

せていった事業など、先駆者の歴史的な苦闘から

学ぶものは少なくない。

本稿で取り上げる有馬良治(1902-1930)も 、

短期間ではあるが 「特別学級」の形成史上におけ

る模 索 を行 っ た一 人で あ る。 有馬 良 治が 、 教育 観

と実 践 の模 索 と探究 を行 った の は 同和教 育 の先 駆

として評価 されて きた京都市 立崇仁尋 常小学校(以

下 、 崇 仁 小 学 校 とす る)で あ る2。 有 馬 良 治 は、

これ まで戦 前 の 「融 和 教 育」 の先 進 校 と して の崇

仁 小 学校 の 教師 集 団 の教 育観 に大 きな影 響 を及 ぼ

した もの と して取 り上 げ られて きた3。 崇 仁 小 学

校 の融和 教 育 との 関係 で評 価 が な されて きた こと

か ら、有 馬 の 「特別 学 級 」 の実践 的 模索 は 紹介 さ

れ る もの の4、 そ の 時 期 の 「特 別 学 級」 史 の 中 に

十 分位 置 づ け られ て こなか った もの で ある。

1.有 馬 良治 の経歴 とそ の教 育 実践 の模 索

有 馬 良 治 は 、 明治35年2月 に、 鹿 児 島県 薩 摩

郡 隈 之城 村 東手 の 阿久 根 家 四男 として 出生 。三 歳

の時 、 父 の 母方 の有 馬 家 を 相続 す る こ と とな り、

有 馬 姓 とな る。 そ の後 、第 七 高等 学 校造 士館 理 科

乙 に入学 ・卒業 。 家業 の 医院 を継 ぐべ く医 学 ・医

師の道 を進 む こ とを期 待 された もの の、煩 悶 の末、

大 正11年4月 京 都 帝 国 大 学哲 学 科 に入 学 、 心 理

学 を 専 攻 。 大 正14年3月 、 京 都 帝 国 大 学 卒 業 。

卒業 と同時 に 、京都 市 崇仁 尋 常 小学 校 の代用 教 員

とな る。 短 期 間の教 師 生活 の中 でペ ス タ ロ ッチ ー

研 究 、特 別 教育 、 融和 教 育な どの取 り組 み を精 力

的 に行 う も病 に倒 れ、 志 半 ばで鹿 児 島 に帰郷 。 昭

和5年1月17日 に惜 しまれ つつ27歳 で永 眠。 遺

稿 は有 馬 良 治 『ペス タ ロ ッチ ー に生 きる 』(玉 川

学園 出版部 、1931年)。

有馬 は、1924年 に鹿児 島県 人の学 生会 にお いて、

当時 崇仁 小 学校 校長 伊 東 茂光 に対 して初 対 面な が



ら同校の教員 として仕事 を したい旨 を申し出て いた。

そ の後 、1925(大 正14)年 、 京都 大 学 哲 学科 心

理学 専攻 を卒 業す る に あた って 、伊 東 宅 を訪 問 し

崇仁 小 へ の採用 を懇願 し、郷 里 の父 親 へ の説 得 を

行 った 。そ れ が受 け 入れ られ 崇 仁 小の代 用 教員 と

して教職 生 活 を 出発 させ る。 よ り詳 細 に、 崇 仁小

学校 時代 の年 譜 を示せ ば次 の通 りで あ る。

1925年3月31日 京都市崇仁尋常小学校代用教員となる

[14年4月 より2年 生の担任 として1年 間]

※田中邦太郎、中嶋源三郎などとともに教鞭を執る

1926年2月17日 ペスタロッチー九十九年記念祭を実施、

パンフレット 「ペスタロッチーに復れ」を編

集し崇仁校より出す

[職員会議での緊急動議提出により開催が決定]

1926年4月1日 特別学級設置によりその担任となり、京

都市特別学級研究会員として力をつくす

1926年10月 京都童話教育研究会結成と共に名誉会員 とな

る

1927年1月9日 担任する特別学級を解散 し教育各方面に

力を伸ばす

1927年2月17日 ペスタロッチー100年 祭を行い、パン

フレット 「ペスタロッチーに復れ」増補版を

作成

1927年3月26日 奥丹震災地に児童慰問として京都童話教

育研究会研究員として約一週間活動

1927年4月1日 特別学級を再興

1927年6月1日 同学級児童を普通学級にかえす

[学事視察による]

1927年6月7日 京都市より学事視察として1ヶ 月東京方

面に出張

[この間、東京高等師範学校附属小学校第5部 や成城小

学校を参観し、小原国芳などとの懇談やイデヤ書店など

でのペスタロッチー翻訳関連の打ち合わせを行ったもの

と思われる]

1928年4月19日6年 担任(希 望によりて卒業後上級学校

に進まざるものを担当)

1928年5月 勤労学舎を起こす

1930年1月17日 永眠

小西 重直 は 、有 馬 につ い て、 そ の著 書 『教育 の

本質 観』 の 中で次 の よ うに まとめて い る。

「崇仁 小学 校 に教 鞭 を執 り、 学校 にお け る教 育

以 外 に下 宿 に まで も子 供 たち を呼 び集 めて魂 の接

燭 を樂 しんで居つ たので ある。 夙 にペスタ ロッチー

研 究 會 を起 し、 ペ ス タ ロッチ ー全 集 編纂 の 同人 と

して 筆 を執 って 居 り、 低能 児 の教 育 や教 員相 互 扶

助 の問題 まで も心配 し、丹 後 の震 災 當時 の如 き も

眞つ 先 に奥 地 に踏 み入 っ て子 供た ち の救 済 に力 を

蓋 したの であ った」

有 馬 の業 績 の第 一 は、崇 仁 小学 校 にお ける 「ペ

スタロッチー に復れ」 を合 い言葉 とした、教育理念 ・

教 育 思想 の 内面 化 で あ り、そ れ によ る教 育改 善 運

動 へ の 同士 の糾 合 で あ り、ペ ス タ ロ ッチ ー研 究 で

あ ろう。

第二 は、特 別学 級 の設置 とそ こで の実践 的模 索、

そ してそ の 特別 教育 促 進運 動 の 開始 で あ り、そ れ

を支 える知能 検査 の導 入 と教育組 織 の改善 で ある。

第 三 は、 進路 とそ の後 の継続 的 な援 助 につ いて

で ある。

2.京 都 市 崇仁 尋 常小 学校 と 「ペス タ ロ ッチ ー へ

復れ 」

崇仁 小学 校の 社会 的基 盤

崇 仁小 は 同和 地 区 を校 区 とす る学校 で あ る。 崇

仁 小 で は 、1918年 の 米騒 動 を契 機 と して 、 校 長

と して伊 東 茂光 が抜 擢 され 、 そ の運 営 に 当た る こ

と になる5。

伊 東 は 、 明治19年7月,鹿 児 島県 日置 郡 日置

村 に、代 々 医者 の伊 東 家 の三 男 と して 出生 。第 七

高等 学校 を卒業 後 、京 都帝 国大 学 法 学部 独法 科 に

入 学 。卒 業後 、 代用 教 員 、京 都大 学 図書 館事 務 嘱

託 を経 て 、1920年 、 京都 市 立 崇 仁 尋常 小 学 校 の

校 長 と して着 任(以 後 、敗 戦 の後 、1946年 まで

校 長 をつ とめ る)。 この よ う に、 伊東 は、 校 長 と

し て は異 色 の 経 歴 を もって いた 。 伊 東 は 、1920

年 の着 任 当 時 を次 のよ うに 回想 して いる 。 「一 応

に地 区の 学校 は継 子 扱 い で あ った 」 「ち ぐは ぐな

校 舎 と運 動 場 とき た ら小石 だ らけで運 動 会 の 目前

には金 槌で石 の頭 をたた いて回 らね ばな らぬ」 「下

駄 履 きで体 操 をや って い た 」 「授 業 中 に は馬 が 乗

り入 れ て 駆 け 回 る」 「正 式 の師 範 の 出 身 と いえ ば

1人 か2人 、大部分は無資格 の豪傑揃 いであ る」 「な



んで も視 学 さ んが 『崇 仁 小 にや るぞ 』 と言 わ れ る

の は効 果 の著 しい脅 し文句 で あった 」 と。6

1920年 以 降 、伊 東 の も とで、 学 校 を 中心 と し

て教 師 の意 識や 教 育実 践 の 向上 、社 会運 動 との交

差 と地域 改 善 へ の進 出な ど多 くの努 力 がな さ れて

い く。そ れ は 、経 済 的貧 困 と児 童労 働 、親 の低 位

な教 育水 準 や文 化 的環 境 を背 景 として劣 悪 な学 習

環境 、行 政 上 の差 別等 とい った事 態 が 、児 童 と学

校 に 日常 的 に 生起 し、学校 運 営 、教 育実 践 の 困難

を形 づ くって いた こと との格 闘 で もあ った。

そ の背 景 とな る学 区 ・学校 の 実態 を典 型 的 な 問

題 と して 次 の3点 を抽 出す る こ とが 出来 る。

すなわ ち、第一 に、校 区の全般 的貧困 とかかわ っ

て 、崇仁 小 に在 籍 した児 童 の生 育歴 上 にお け る ゆ

が みが指 摘 さ れ るよ う。 そ の一 つ の指標 とな る も

の は後 に示 す乳 幼 児 の死 亡 の問 題 にみ られ る 。公

衆衛 生 、地 区の 乳幼 児 ・児 童 の栄 養不 良 ・病 弱 ・

障害 の 早期 固定 化 等児 童 の発 達 上 の問題 傾 向 に繋

が りがち で あろ う と思 われ る。

第 二 に、崇 仁 小 の児 童 数 は1920年 頃 まで着 実

に増加 し、1920年 代1100人 程度 で安定 的 にな り、

昭和 恐 慌期 で ある1930年 代 に急激 な増 加 を みて

い る。児 童 数 の急 激 な増 加 は、 経済 的 困窮 に伴 う

崇仁 校 区や 隣接 ス ラムへ の流 入 人 口の増 加 を 反映

して いる もの と考 え られ るが 、 経済 的 な変 動 に よ

る地域 の流入 な ど不安 定な 状態 を示 して い る。

第 三 に、 出 席率 にか か わ っ て児 童 労 働 や 子 守 、

中途退学 の問題 である。 この傾 向は、 「相対 的安定」

と いわ れ る1920年 代 に お い て も残 っ て い る 。

1923年 度 卒 業 生 の欠 席 日数 の状 況 は 、 学年 が 進

む につ れて 平均 出席 日数 が減 って い って いる 。具

体 的 に は 、 出席 率 は第1学 年93.0%、 第2学 年

92.4%、 第3学 年91.9%、 第4学 年90.1%、 第

5学 年86.6%、 第6学 年72.6%と な って いた7。

第4学 年 ・第5学 年 ・第6学 年 と 「永 欠」 お よび

「退 学 」 が 現 れ増 加 して い る。 と りわ け 、第6学

年にお いては 「欠席」 「永 欠」 「退 学」は顕著で ある。

この事実 もま た、 家事 労 働や 部 落産 業 に組 み込 ま

れて いった ものであ ろう。1939年 の調査 によれ ば、

崇仁 小 学校 校 区 の16歳 以 上 の者5324人 中、 「無

教 育者 」1637人(30%)、 「尋 常 小 学 校 中退 者 」

1027人(20%)で あ り、 両者 合 わ せ て2664人

(51%)で あ る と報告 され て いる。1939年 の崇 仁

学 区住 民 の ほ ぼ半数 までが 、教 育 を十 分 受 け る こ

とが で きて いな か った ので ある。 こ うした一 連 の

事 実 は、 児 童が か ろ う じて 崇仁 小 学校 に在席 した

と して も、家庭の貧困な経済状況 の中で、中途退学、

不 就 学 を余儀 な くされ る事 例 を示 し、そ の ことは

児童 の能 力の発達が押 しとどめ られ る ことに繋 がっ

た と考 え られ る。

第 四 に、 学校 維持 費 の大 部分 が 学 区 の負担 に依

存 させ られ る状 況が あ り、校 区 の経済 的 状況 を直

接 に反映 す る もの とな る こ とか ら、教 材 教具 、 学

校 設 備 な どの教 育 条 件 の 整備 、 教 育 内容 や 方 法 、

学 校運 営 に精 通 した教 師 の存在 な ど、教 育 を発 展

させ る条 件 をそ ろ え る ことの 困難 が存 在 して いた

と考 え られ る。

以 上、 崇仁 小 の学 校 運営 や教 育 実践 の基盤 とな

る教育 条 件 につ いて(1)児 童 の生育 歴 上 の課題 、

(2)在 籍児 童 の もつ経 済 的文化 的 条件 、(3)教 育

行 政 ・教 員配 置 上 の差 別が 指摘 され よ う。そ の 劣

悪 な条件 を乗 りこえて教育 を成 り立 たせ るため には、

児 童 の生 活基 盤 に働 きか け る所 謂 社会 改 革 の課 題

に対 応 す る教 師 の主体 を形成 す る こと、 さ らには、

教 育課 題 と して 生活 の問題 を位置 づ け、 引き取 り、

そ れ に応 え る教 育指 導 の 内容や 方 法 を鍛 え上 げる

こ とで あ った と考 え られ る。

教師 の意 識の 改革 と社 会運 動

崇仁 小 の教 育 と崇 仁 学 区の 「融 和事 業 」 の推 進

力 とな った の は崇仁 小 の教 師達 で あ る。 自明の こ

との よ う に思 わ れ る この事 実 の背 後 に は、2つ の

課 題 を遂 行 して ゆ くにあ た って の教 師 の主体 形 成

が な けれ ば な らな か っ た 。校 長 伊 東 は 、 「教 師 の

頭 を改 造 し、改 造せ られ た る教師 は 熱 と愛 を以 て

差別 の非 を児童に教授」 しな けれ ばな らない と述べ、

教 師 の意識 の改 革 を課題 とした。

崇仁 小 の教 師 の思 想 と行 動 を反 映 して い る史 料

と して 『日宿 直 日誌』(1924年 ～1946年)が ある。

『日誌 』 は、1932年 頃 ま で は、比 較 的 自 由に教 師

の意 識 と行動 を反映 してい るとみ られ る。そ の 『日

誌 』 によれ ば 、初 期(1924年 ～1927年 頃)、 教

師 の 中心的 テー マは教 師 の生き方 の 問題で あ った。

そ の 中心 にな った のは 、有 馬 良治 、土 屋 克己 、 福



田武 雄 、堀 文雄 、 南弘 、磯 谷 玄松 らの若 手 教 師達

で あ る。 特 に 、1925年4月 に有 馬 が 着任 した こ

ろか ら活 発 に な って い く。有 馬 を 中心 として崇 仁

小 内部 に 「ペ ス タ ロ ッチ ー 会 」が つ く られ 、 「ペ

ス タ ロ ッチ ー の貴 き 生涯 を思 ふ とき、是 に人 生の

実在 と教 育 の実 在 を見 出 す」 こ とを合言 葉 に 、ペ

ス タ ロ ッチ ー の生 涯 と教 育思 想 の 中 に 自 らの 生 き

方 と教育の在 り方 を見 ようとす る。そ こでの特徴 は、

ペス タ ロ ッチー の 思想 と現 実 の 自己 の教 育 活動 を

重ね 合 わ せ 、 自己 を鞭 打 つ 中 で 、 「熱 と愛 」 を希

求 す る こ とで あ った とみ られ る。

「(前略)率 直 に言 ふ とき 自分 は一 週 間の 中 で何

時 間 自分 の 生命 を捧 げて 児童 の 前 に立 つ こ とが あ

るか 。一 時 間 だ って燃 ゆ るが 如 き教 育愛 を以 て児

童 に向か った事 が あ るか 、子 供達 の為 め に、彼 等

の成長 の為 め に、深 く考 えた事 が あるか …(中 略)

…私 は立 た な くち ゃ な らな い。 努 力 しな けれ ばな

らな い」

「(前略)夢 とペ ス タ ロ ッチ ー の緊 張 な追 憶 は続

け られ たが 、然 も修養 の 足 りな い僕 自 ら迷 盲 に走

る事 の甚 だ 多 し きや と云 ふ様 な感 が 起 こった。 ペ

ス タ ロ ッチ ー が 『兄弟 進 め』 と云 ふ た彼 の 言葉 は

意 味深 く矢張 り僕 たち を蓋 ふの で あった 」8

しか し、 「熱 と愛 」 は 叫ぶ だ けで は 豊 か な 内実

を持 ち得 な い。 か くして 教師 は 、そ の 内実 を獲 得

す るための 「修養」 に駆 り立て られ てゆ く。有馬 は、

「我 々 の 経験 の深 さ によ っ て のみ 他 人 のそ れ を深

化 を訴え る。 「経験」 とは、 「われ如何に生 くべ きか 、

われ 何 にた よ りて 救わ るるか …(中 略)… か くて

まで 血 み どろ な切 実 な要求 に もえ」 た 「宗 教」 的

体 験 を意 味 して い る。 福 田武 雄 は、1926年 「人

は 自分 自身 を否定す る所か ら始 めなければな らな い」

と述 べ 、 一 週 間余 にわ た る 断 食 を行 い、 そ の後 、

求 道 の旅 に出 た9。 教 師 間で は 向上会 が で き、 「心

の浄化 」 と称 して水 をかぶ る営 為 を行 う者 が でた。

こう した行 的 生活 の 中、 「心 の浄 化」 過 程 で、 「愛

は貧 に輝 く」 と して 「教 育 愛 」 「児 童 愛 」が 獲 得

され る と志 向 され たの で ある。

一 方 「熱 と愛 」 を強 調 し、 「修 養 」 に よ って 自

己 を鞭打 て ば打 つ 程 、 自己 の置 かれ た状 態 に つ い

て思 い悩 ま ざる を得 な い側面 もあ った。

「国家 の奴 隷 として機 械 の如 く働 け ど…(中 略)

・・然 も何 時斬 首 され るか も知 れ ざる状態 に置 きて、

果 して真 理 の為 の教 育 、教 育 の為 の教 育 の行 は る

や …(中 略)… 我れ 如 何な る道 に進 まん や。 そ れ

真 教育 はなせ ざるか 。 将革 命 か、 将隠 遁 か、 或 い

は妥協 か」 と10。

こ うした一 連 の修 養 や悩 み を底 流 と して、 崇 仁

小 の教 師 達 は、 有馬 を代表 と して 「児 童愛 」 を基

礎 に した 、個 性 認識 の 重視 とそ の観点 か らの社 会

批 判 とい う教 育 認識 を獲得 ・表 明す るに至 った11。

有 馬 は、 ペ ス タ ロッチ ー研 究 と同時 に12、 眼 前

の子 どもた ち の現 実 に対 して教 育 に よ る社 会 の 改

造 を志 向 しよ う とす る 。 「ペス タ ロ ッチー に復 れ 」

はそ の ことを示 して い る。

「わ れ わ れ の従 来 の愛 し来 た っ た 所 の もの は 、

教 育や 児 童 に非ず して 、寧 ろ 「教 育愛 」 「児 童愛 」

な る言 葉 乃至 概 念で は なか ったか 。真 実 に教 育 を

愛 し、児 童 を愛 す るな らば、今 少 し く教 育乃 至 児

童 に対 す る理 解 が深 ま らね ば な らぬ筈 だ 。軍 事 費

に対す る教育 費 の如 何 に貧 弱 な るか を見 よ。 教 育

界 には幾 多 の取 り残 されて 、 しか も何 の 日か 取 り

上 げ られ る か、 予測 だ も 出来 な い重大 問題 が あ り

す ぎ る位 あ るで はな い か。 状況 学 校 に進 み得 ざる

児 童 の六 年 生 の教育 も、現 状 の儘 に委 してお けな

い問題 で あ ろ う。異 常 児(広 義 の)教 育 問題 、 国

字 問題等 々、何れか緊急問題な らざるものかあろ う。

13」

以 上 のよ う に、貧 困 な教 育行 財 政 を批 判 し、 教

育 費 の増 額 を要 求 し、 児童 の 「個 性」 が 閑却 され

て い る として 「個性 尊 重」 を訴 えて いる こ と、 「重

大 問題 」 と して 、 「上級 学 校 に進 み得 ざ る児 童 の

六 年 生の 教育 」 「異 常児 教 育」 「国 字 問題 」等 を提

起 して いる ので あ る。 この教育 認 識 は、 以後 、 崇

仁 小 の教 育実 践 の 中で 、 問題解 決 が はか られ て ゆ

くプ ロ グ ラム を提 供 す る もの で あ り、有 馬 はそ の

模 索 の先頭 にた つ こ ととな った。

3.崇 仁 尋 常小 学校 にお け る学級編 成 と特別 学級

学級 編成 一能 力別 学級編 成 と特 別学 級

京 都 市崇 仁 尋 常 高 等 小学 校 『本 校 施設 の梗 概 』

(1935年4月)に よ る と、崇仁 小 学校 の学級 編 制

は能 力別 学級 編制 が と られて い た。す なわ ち、 「本



校の学級編制は能力別編制である。大正十五年四

月より始めて今月に至ったもので、新入児に対し

て大伴氏の知能テス トをうけさせ、尚数へ得る数、

読み得る仮名を調査し、これらの結果を参考にし

て組分けを行って居た」と記されている14。

有馬は、1925年 の着任より、崇仁小学校の教

師の中で心理学の学習会を組織し、崇仁小学校の

教育実践のあり方を議論し合っていた。有馬の行

う講義では、ターマンなどの測定運動などが取り

上げられていたようである。この心理学や知能検

査の検討から、大友茂の知能検査の導入とその結

果に基づく能力別学級編成の導入が吟味されていっ

たと思われる。

また、それにともなって、特別学級も設置された。

同資料には特別学級について、1935年 の時点で

の状況も含めて次のように示されている。

「我校は大正十五年以来能力別学級編制を採用して、

大いにその効果を認めているが、この編制法を一

層生かすと共に、この優劣編制によっても残され

た所謂厄介視されている低能児童を、一学級とし

て収容しているのが特別学級である。この学級に

よって成績不良児が幸福になるに止らず、更に之

を学校全体から眺めると、これらの不良児が除か

れた普通学級の学習作業が如何に容易に進められ

ているかは言を侯たないのである。

本学級は大正十五年に創設されたが都合によっ

て翌年閉鎖され、昭和七年四月復活されたもので、

現在は二年七名、三年六名、五年四名、六年五名

の計二十五名を収容している。

今その収容児童を見るに、知能指数70以 下の

者が大多数で、その原因は幼時脳膜炎を患いし者、

発育不良、栄養不良、或は父母の精神薄弱や遺伝

性病による者等で、家庭貧困で学用品や衣服の供

給をうけている者が二十名ある。彼等は先天的に

も環境からも恵まれない児童で、学業の進展遅々

たるは止むを得ないのである。されば知識の習得

という事よりも、卒業後の善良な人としての教育、

馬鹿といわれて他人からダマされることがあって

もよい、人間らしいうるおいのある人への教育に

重きをおいて、余り学科に躍起にならず、のんび

りと学習している。彼等は陰欝になりがちである

か ら学 校 生活 を愉 快 にさせ 、 明 るい伸 び伸 び と し

た子 供 にな る よ う経 営 して いる。」

特別 学 級 の在籍 児 童 に関 連 して 、器 質 的障 害や

発育 不良、そ して劣悪 な生育環境 や貧 困の下 にあっ

た ことが、1935年 時点 での説 明か ら明 らかで ある。

これ を、 有 馬 が実 践 を行 った 時 期 で あ る 、1927

年 頃 に即 して、崇 仁 小 学校 区 の全 般 的貧 困 と児 童

の生育 歴 上 に困難 を確認 してお こ う。 京都 市 教育

部社 会課 は 「不 良住 宅 密集地 区 に関す る調査 」 を、

1927年 に行 って い る 。 こ の うち乳 幼 児 の 死 亡 を

典型 として あげてみ ると、崇仁地 区の死産 数26人 、

乳幼 児死亡数144人(1歳 未満か ら6歳 迄)で あっ

た 。5歳 迄 の乳 幼 児 の死 亡 理 由 は 、肺 炎52人 、

脳 膜 炎19人 、 発 育 不 全14人 、 消 化 不 良10人 、

脚 気9人 、 胃腸 カ タル8人 、栄 養 不 良7人 、 気管

支炎7人 、腹膜 炎4人 、その他13人 とな って いる。

1927年 の調 査 に基 づ いて 全 市 と崇 仁 地 区 の 比 較

を して み る と、 崇仁 地 区 の出 生数 の全 市 に 占め る

割 合は1.1%、 死産 数 は2。6%、 そ して乳 幼児 死 亡

数 は3.3%と な ってお り、 死産 及 び 乳幼 児 死 亡 は

2倍 か ら3倍 以上 になっている ことがわか る。 また、

1927年 の出 生数 は183人 で あ り、1歳 未 満 の乳

児 の 死 亡数 は96人 とな って いた ことか ら、 母子

保健 と地域 の衛 生状態の劣悪 さを示す もの といえる。

乳 幼 児死 亡 は氷 山 の一角 で あ り、地 区 の乳 幼 児 ・

児 童 の栄 養不 良 ・病 弱 ・障 害 の早 期 固定化 等 児 童

の発達 上 の 問題傾 向 に繋が りが ち で あ ろ うと思 わ

れ る。 こ こに、有 馬 らの 「特別 学 級」 設置 の客観

的 な基 盤が あ った といえ よ う15。

有 馬 良治 によ る 「特 別 学級 」の模 索 と発信

有 馬 は 、1926年 度 の学 級 編 成 にお いて 「特別

学 級」 の 設置 を校 長 伊東 に懇願 し、特 別 学級 を組

織 した 。 当時 は、 「特 別 学 級 」 の設 置 につ い て は

教 師 の配 当 はな く、 学校 の裁 量 で行 う こ ととな っ

て い たの で 、校長 と同僚 教 師 の理解 が 得 られ な け

れ ば容 易 に設 置す る ことは 出来な い もので あ った。

校 長伊 東 が 、 「君 は満 身 の 熱 と愛 と を傾 倒 して

之 に當 つ た ので あ るが 、然 し これ は形 の 上で は失

敗 に終わ った といってよい」 と指摘 して いるよ うに、

有 馬 によ る 「特別 学 級 」 の取 り組 み は明確 な 実 り



を もた ら した わ けで も、そ の後 に継 続 す る もので

もなか っ た。 有馬 の 実践 の模 索 は どのよ うな もの

だ った か を知 り得 る史料 は極 め て 少な い。 わ ずか

に残 され た有 馬 の遺 稿 な どか ら、特 別 学級 の 取 り

組 み と して認 め られ る もの を摘 記 してみ よ う。

1926年(大 正15)年4月 に特 別 学級 が は じめ

て設 置 され、そ の担 任 とな った有馬 は 、まず 、 「学

校 には不似合 な児童用 の机 」まで考案 し、新調 して、

学 級 で の実 践 にあ た った が 、1927年1月9日 に

は この特別 学 級 は解 散 して いた 。 この解 散 の 際 の

様子 につ いて 次 のよ う に記 して い る。

「一 昨 日の 書 食 時 間 に皆 様 の御 諒 解 を得 て 、 昨 日

か ら學 級 を解 散 して 無任 所 とい う こと に して い た

だ いた 。子 ど もたち をか な り安 心 して 手放 せ る よ

うにな っ た こ とは嬉 しい。 しか し子 ど もたち とわ

か れ るの はつ らか った。 子 どもた ちが嬉 々 と して

他 の學 級 に行 くの を見 る につ けて も、 ま た行 き澁

る の を見 る につ けて も。 煩 悩の醜 さ!煩 悩の美

しさ!そ れ ぞれ 送 りつ ける と早 一時 限 も終 わ り

に近 づ いた」(『日宿直 日誌 』1927年1月26日)16

この特別 学 級 の解 散 は、特 別 学級 が 学校 の 中で

位 置 つ かな か った こと を意 味 す る も ので は な く、

ま た、 有馬 自身 の特別 学 級 の促 進 へ の意欲 の後 退

を意 味す る もの で もなか った 。 この こ とは、1927

年1月11日 の 『日宿 直 日誌 』 に有 馬 が 「カ ネテ

起 草方 ヲ委 任 セ ラ レヰル 特殊 教 育促 進 ノタ メ ノ激

文 ヲ認ム 」 と記述 して いる こ とか らも確 認で き る。

ま た、 同年1月18日 の磯 谷 玄松 の記述 に よる 『日

宿 直 日誌 』 には 、 「午 後 二 時 ヨ リ大 阪 の 野村 教 育

研 究 所 ヨ リ大 伴氏 来校 サ レ教 育 診 断 ノ必要 範 囲方

法等 二 就キ 懇 切二 然 モ有 益 ナル 講演 ア リテ弥 栄皆

山校 長等 ヲ初 メ市 内特別 學級 担任 ノ面 々来校 サル 。

樂只校 ノ先生有馬 先生等 ト十時頃マデ話ス」 とある。

有 馬 は、 学 級担 任 をは ず れ て以 後 、1927年2

月17日 、 「ペ ス タ ロッチ ー100年 祭 」 の開催 と増

補版 パ ンフ レ ッ トの 発行 、滋 賀 師 範や 豊橋 市 教育

会で のペ ス タロ ッチ ー に関す る講演 を行 って い る。

ま た 、ペ ス タ ロ ッチ ー100年 祭 に関 連 して 、 「特

別児 童 教育 促 進運 動 」 につ いて も 「同士 の糾 合 を

説 いて いた(以 下 の 「向 山宛書 簡」)。

「特 に特 別 児 童教 育 促 進運 動 にだ けは 少 な くと

も ご奮 起 の程 お 願 ひ 申 した い の です が 。 「低能 児

劣 等 児 の心 理及 び其 の教育 」 の著 者 、青 木 誠 四郎

氏 も奮起 して下 さい ま した。 そ して 近 く に相 談 相

手が 欲 しい とお つ しや つ た ので 、學 兄 を ご推 薦 申

し上 げ ま した所 、 「向 山氏 に學 兄 か ら、私 の と こ

ろへ 一度 夜 分 にで もで か けて 下 さ るや うお傳 へ 下

さ い ませ 。」 と いつ て ま ゐ りま した 。 どうぞ 御 多

忙 で も ござい ませ うが 、そ の中一 度 是非 お 出か け

下 さい。 な ほ深 川 川南 小學 校 の特 別 教室 憺任 の田

中邦 太郎 兄 は も と本 校 訓導 で す。 機 会が あ りま し

た ら、 ゆ るゆ る御 面談 下 さ い。部 落 問題 に も造 詣

深 く熱 心 な人 です 」17

さ らに、 そ の年度 末3月 に起 こった奥 丹震 災 の

被 害 地へ 京 都童 話教 育 研究 会 の一 員 として慰 問 に

回 って い る。そ の 際 に も、特 別教 育 促進 の た めの

パ ンフ レッ トの序文 を小 西重 直 に要請 して い る18。

続 いて 、1927年4月 よ り、 有 馬 は 、再 度 、 特

別 学 級担 任 とな った。 この時 も実 践 の期 間 は長 く

は な く、1927年4月 か ら6月1日 ま で の2ヶ 月

余 りで あ る。 この 時 の特別 学 級解 散 は 、6月7日

よ り、京 都 市 の学事 視 察 として1ヶ 月東 京方 面 に

出 張 す る こ と とな っ た か らで あ る。 「特 別 学 級 」

の解散 の 際に保護 者 に対 して有 馬が記 した文章 が、

「親心 」 と題 され た もので あ る(『 崇仁 教育 』所 収)

19
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そ れ は六 月 六 日、市 の命 令 で一 ヶ月程 東京 に出

か けなけれ ばな らな い といふ前 の 日の こ とで した。

私 の組は、遺憾なが ら、そ の間解 散 して子供達 は、

皆 そ れぞ れ の學 級 に一 時 お預 け しな けれ ばな らな

い こ とにな りま した ので 、お 別れ の 意 味で 、子 供

達 の お伴 して動 物 園 に参 りま した。

初 め キ ャ ッキ ャ ッと嬉 しさ うに 「猿 だ。」 「ライ

オ ン だ。」 とはね まわ つ て ゐ ま した子 供 達 も、 や

がて 一巡 し終 る頃 は、 も う大 分見 あき 、歩 き くた

びれ てゐ ま した。

帰 りには 南禅 寺 前 の 方 に ま は りま した 。 「今 度

帰つ て来 た ら、 ど こに行 き ませ う。」 「又 動物 園 に

つれ て 来 て下 さ いや 。」 「さ う しませ うね 。」 な ど

話 しなが ら外 に出 よ う とした時 で した。

「あ の鶴 は、 生 まれ て か ら今 や つ と二 十 日にな

る のです 。 御覧 な さ い、親 鳥 が 小鳥 に食 べ させ る

た め、 ああ して鱈 をや は らか くして ゐ ます 。」 親



切 に も、動 物 園 の係 の人 は 、か う教 へ て下 さい ま

した。見 る と、池 の ふ ち にお父 さ ん鶴 と、 お母 さ

ん鶴 ら しいの が二 羽 、か た みが は りに、鱈 をは さ

んで ゐ ます 。 しば らくす る と、水 の中 に放ち ます 。

そ しては取 り上 げて、うまず同 じ事 を続 けて ゐます 。

決 して鱈 をな ぶつ て ゐ るや うな 、そ ん な人 を食つ

た態 度 で はあ りませ ん。 お なか をす か した 赤 ち ゃ

ん鶴 に、早 くや は らか に して、 食べ させて あ げた

い といつ た 面 持 です 。 「ま だで せ うか 。」 「も う少

しだな 。」 「さあ これ で ど うだ ろ う。」 「折角 の こと

に も う少 し。」 とで もいつ てゐ るや うです 。

私 はす つ か り打 た れて しまひ ま した 。子 を思ふ

親心 。 「畜 生 のや うな。」 な ど、 どう して いへ よ う、

鳥や 獣 で もか く も有 難 い美 しき親 心 。 お 父 さ ま 、

お母 さま、 此 の親 心 な く しては 、 人の子 の教 育 は

出 来 つ こ あ り ませ ん。 教 育 とは 、読 方 や 算 術 を 、

教へ こむ ことだ けで はな い でせ う。 人 間 らしい人

間 にす る こ と、 これ が 何 よ り大切 な こ とで せ う。

もつて 生れ た 人 間 ら しさ をそ こな はず 、ず ん ず ん

の ば して いかね ばな りませ ん。 それ には温 い親 心

で 抱 き しめ て や らね ばな りませ ん。 さ うす る と、

子供 の教 育 にはそ の親 に まさ る教育 者 はな い とい

ふ事 にな ります 。全 くさ うで す 。世 のお 父 さ ま 、

お母 さま、 あ なた 方 が あな た方 の お子 さ ま を立派

に育 て 上 げな さ る事 は、 正 に皆 さ まの何 よ りの義

務 で もあ り、 又誰 よ りも最適 者 な ので す。 この こ

とを十 分わ か つて い た だき た い。私 共 教師 は 、却

て皆 さま の親 心 をみ な らつ て、 四十 、五 十 、 時 に

六十 近 くのお子 た ち の相 手 を して ゐ るので す 。そ

れ も一 日の中 、数 時 間 だけ 、十 分 の事 が 出来 よ う

筈 が あ りませ ん。 近 頃 の人 は、 教育 といへ ば學 校

の事 を思ふ 程 、學 校教 育 に対 して 、一種 の迷 信 を

もつて ゐ ます 。 しか し人 間教 育 全般 に於 いて 、學

校教 育 の演 ず る役 割 は、 果 た して どれ位 の もので

せ うか 。大 い に反 省 すべ き 問題 だ と思 ひ ます 。思

はず 、 お しゃ べ りしま した。 お 父 さん鶴 とお母 さ

ん鶴 は 、今 日も黙 々 として赤 ち ゃ ん鶴 のた め 、鱈

を かた みが は り挟 ん で は、や は らか に して ゐ る こ

とでせ う。 親 心、 叡 智 にか がや け る親 心、 これ の

みが 人 の子 を教育 し得 るで あ りませ う。(終)

有 馬 は、 「教育 と は、 読方 や 算 術 を、 教 へ こむ

ことだ けで はな い」 「人間 らし い人 間 にす る こ と、

これ が 何 よ り大 切 な こ と」 「もつ て 生れ た 人 間 ら

しさをそ こな はず 、ず んず ん の ば して いかね ばな

りませ ん」 と述 べ、学 校教 育の 限界 を示 しなが ら、

叡 智 に輝 ける 「親心 」 に よ る 「人 間 教育 全般 」 の

必 要 を訴 えて いた 。

同時 に、有 馬 は 、特 別学 級 の設 置促 進 運動 につ

いては、重要な役割 を担 って いた。 この学事視察 も、

特 別 学級 の 教育 の充 実 の ため の研 修 を 目的 とす る

も ので あっ た と考 え られ る 。1927年6月 の 学 事

視 察 に際 して 、友 人 に送 っ た 「東 京 だ よ り」(第

四信 、1927年6月16日)に は 、東 京高 等 師範 学

校 附 属小 学校 の第五 部(補 助 学級)の 参 観見 学 に

時 間 を割 い て い る様 子 が うかが わ れ る 。 「東 京 だ

よ り」 には、次 の よ うに記 して いる。

「(子供 をは なれ た教 師 は水 を離 れ た魚 も同 じで

す ね 、 ど この子 供 に もお客 様扱 ひ)そ こへ行 く と

高 師 の第 五 部 の子供 た ち だ けは又 別 です ね 。金 土

日と行 か ず に 月曜 日に行 くと この二 三 日は どう し

て来 なか つた の と、たつ ね て くれ ました」

この 当時 、東 京 高等 師範 学校 附属 小学 校 の第 五

部 は、 「補 助 学 校 」 と して独 立 す る方 向 を もち な

が ら、男女混合の補助学級2学 級 での実 践であ った。

この時期 は 、入 級 にお い て は、知 能検 査 を導 入 し

て いたが 、 入級 児童 は比較 的 軽度 な子 供 が選 定 さ

れ て い た とい われ て い る20。 しか し、東 京へ の 学

事 視察 の成 果 の ま とめ を世 に 問 うこ とな く、1927

年 夏 、有 馬 は胸 を患 い、9月 に は大 学病 院 に2ヶ

月 ほ ど入 院 す る こ ととな った 。有 馬 の特 別学 級 は

解 消 された ま まで学級 の担任 に復 帰す る ことな く、

同年 、11月 には崇 仁 尋常 小 学校 を一 時退 職 した。

有 馬 は、 教職 へ の思 い立 ち きれず 、 再度 、崇 仁 小

学 校 に代 用 教員 と して 復 帰、 卒業 後 上級 学校 に進

まな い六 年 生 を担任 し、 「勤労 学 舎」 を起 こす も、

1928年5月 、病 が 再発 し、 同年7月31日 に再 び

退 職 。 鹿 児 島 にて 静 養 、 一 時京 都 に帰 洛す る も、

1929年6月 に鹿 児 島 に帰 郷 し、1930年1月 に永

眠 した。

4.有 馬 良治か ら受 け継 がれ た もの

伊藤 茂光 校長 と障害の あ る子 ど も



校長伊 東は、有 馬が崇仁 小学校 の代用教員 とな っ

た1925年4月 に、長 男 を崇仁 小学校 に入 学させた 。

長男 は 、2歳 の時 に 小児 マ ヒ にかか り、 回復後 も

左足 が不 自 由で あっ た とい う。 異例 な こと に、校

長 は この長 男 を、 過酷 な 生活 実 態 の ある崇 仁 小学

校 に入学 させ て鍛 え よ う と した 。 この担 任 とな っ

た のが 、堀 文 雄(後 の高 宮文 雄)で あ り、6年 間

の持 ち 上が りで、 卒業 させて いる。 そ の卒 業 と 中

学校 へ の進 学 を見 届 けた 高 宮 は 、1932年4月 よ

り崇 仁 小学 校 の 「特別 学 級」 を再 開 させ 、 そ の担

任 と な った 。 高宮 の と りま とめ に よ り、1930年

1月 に亡 くな っ た有 馬 の 遺 稿集 は、1932年1月

に刊行 された 。

貧 困へ の取 り組 み

一方、大正末期か ら慢性不 況化 した 日本の経済 に、

1927年 金 融 恐慌 、1929年 世 界 大 恐慌 が 起 こ り、

経済 的危 機 を深 刻 化 させ た。 この危 機 は経 済 的基

盤が 脆 弱な 崇仁 地 区 を疲 弊 させ 、そ こに根 ざす 教

育 を危機 にお とし こめた。 「愛 は貧 に輝 く」 と述べ 、

「熱 と愛 」 を 主張 した 崇 仁 小教 師 達 は 、 この危 機

に よ って実 践 的 にた め され る こ とにな った 。第1

に表 面化 した の は、学 用 品購 入 困難 な児 童 、 お よ

び 欠 食 児 童 の急 増 で あ る 。 『日誌 』 に よ れ ば 、

1928年 夏 か ら崇 仁 小 の 教 師 ・教 育 後 援 会 ・同窓

会 は、 ほ とん ど毎 日の よ うに、 欠食 児童 のた め の

給 食実 現 の 資 金 づ く りの 行 商活 動 を行 って い る 。

第2に 表 面 化 した こと は、崇 仁 学 区の膨 張(流 入

人 口 の増 大)に ともな う、 児 童数 の増 大 で あ り、

それ によ る学校 経営 の困難 で ある。 崇仁 小教 師は 、

1930年7月 、第2崇 仁 小 設立 を意 図 した 北海 道

開拓現地調査 を行 い、 局面 の打開を図ろ うともした。

いず れ も 「この教 育行 の中か らペ スタ ロ ッチ ー教

育 を理屈 で は な く生 きた 姿で 教 え られ ま した」 と

述壊 され るよ う に真摯 な もので は あ ったが 、他 方

「陛 下 の 赤子 に た った 一 人 で もひ も じい 思 ひ を さ

せ る こ とは 実 に忍 びな い」 とい う認 識 に基 づ く、

体 制 内改 良 の徹底 を意 図す る もの とな った。

高 宮文雄 と京都 市特 別児 童教 育研 究会

有 馬 の遺 稿集 を編集 した高 宮 文雄 は 、昭 和期 に

お いて 「労 作 教育 」 「学校 園」 の取 り組 み をお こ

ない、実践をまとめている。有馬の遺稿集の編集

と 「労作教育」などの取り組みは、高宮に 「特別

学級」担任へ歩み出すことを促すものとなったと

思われる。高宮は、特別学級担任として教育実践

を行うとともに、京都市の特別学級担任の研究会

である京都市特別児童教育研究会のまとめ役とし

ての役割を果たしていくこととなる。京都市特別

児童教育研究会の機関誌 『異常児教育』の創刊号

の編集を担当し、みずからも 「特別学級の経営へ

の反省」として実践の振 り返りを行っている21。

そこでは、在 りし日の有馬の 「ペスタロッチーに

復れ」を彷彿とさせる 「自然に復れ」との主張を

展開していた。

「特別児童を自然に還せ!と 叫びたい。…自由な

立場にある特別教室こそ、普通児教育と何等変わ

ることない真似事を廃して彼等の性情に合致した

学習法を採用したいものだ」

まとめにかえて一京都における 「特別学級」の形

成史の一環として

有馬良治の激しくも短かで、真摯な教育実践の

模索を跡づけてきたが、有馬の特別学級に関する

まとまった実践や特別学級の設置に関する主張の

記録は見いだすことは難しかった。しかし、そこ

では、ペスタロッチーから生き方を学び、真摯に

教育について語り合い、そして当時の心理科学の

最前線を導入しようとする積極的な姿勢があった

ことを確認することが出来た。

このような有馬と崇仁小学校の教師達の模索を、

京都市における特別学級の形成過程を振り返って、

その位置を確認しておきたい。

京都市の 「特別学級」が本格的に開設されて行

くのは、1920年 代の大正半ばである。この時期、

昭和の初頭までに、「特別学級」のおおよその枠

組みが形成されたとみられる。大正期、「特殊児童」

の教育の必要性について先鞭をつけたのが藤井高

一郎であった。京都市視学となった藤井は、米騒

動の影響から社会事業を進展させる必要に迫られ

て設置された京都市社会課によって委嘱され、特

別市政が敷かれた京都市に限定して、「特殊児童」



の全 数 を把握 す べ く、1921年 か ら1922年 にか け

て 「京都 市 に於 ける特 殊 児童 調 」 をお こな っ て い

る22。

この調 査 は 、京 都市 の 小学 校在 籍 児童 総 て を対

象 と して、 そ の 中の 「特殊 児 童 」 の実数 とそ の比

率 を算 出す る こ と こそ 、 この調 査 の課 題 で あ り、

内容 で あ った。 藤 井 は、 欧米 の特 殊 教育 制 度 を範

に と り、 「特 殊 児 童 」 数 に基 づ いて 「実 際分 別 の

実数 よ り見 た る最 低 限度 の特 設希 望 」 として 、 こ

れ らの 「特 殊児 童 」 のた め の 「特 殊 機 関の 充実 的

建設」 を訴 えた 。 こ こで の対策 構想 の特徴 は 、 「特

殊 児 童」 の 分類 に基づ いて、 障 害 とそ の程 度 に即

対 応 した保 護 な い し教 育概 開 を設定 して いる点 で

あ る。 この 「特 殊 機 関」構 想 は 、次 の京 都 市視 学

城野 亀吉 に も受 け縮 がれ 、全 国 的 に も発 表 され た

ものの、「補助学校 」等 の単独の施設は実現ぜず 、「低

能 児 学級 」(「特別 学 級」)も 、1923(大 正12)年

に は京都 市 の 各地 域 区分 ごと に1校 ずつ 計 画設 置

され る予 定 で あ った が、 実際 は 、大 正末 年 ま で持

ち越 され た。

また 、 藤 井 は 、1922年7月 、 京 都 市 の各 小 学

校 長 や教 職 員 を対 象 と して メ ンタル テ ス トの講 習

会 を企画 し、精 神検 査 法 ・知 能検 査 につ いて の講

習 を行 い、 そ の成 果 をパ ンフ レ ッ トと して 公刊 し

た23。 これ らに基 づ い て、 知能 検 査 な どの 導入 す

る こ とがで き 、そ れ が 「特 別 学級 」 の設 置 を促 す

も の とな った 。

大 正末 年 ま での 時期 に 「特 別 学級 」 を設 置 した

小学校 は 、成徳 小学校 、七 条小 学校 、桃 園小学 校 、

弥栄 小学校、養正小学校 、竜 野小学校 、崇仁小学校 、

師範 附属 小 学校 の8校 で あ る。京 都 市社 会 課が 対

策 と して提 起 した ことか ら 「特別 学 級」 設 置 に あ

た って は行 財政 的援 助が あっ た といわれ てい るが 、

しか し、各 小学 校 にお いて 「特別 学 級」 の 意義 が

理 解 され な けれ ば設置 され る所 まで 行 かな い で あ

ろ う。

で は 、設 置 され た と ころで の 「特 別学 級 」 の意

義 は どのよ うな もの とみ な され た のか。 京 都市 の

最 初 の 「特 別学 級 」設 置 とな っ た成 徳 小学 校校 長

斉藤 千栄治 は次 の5点 か らその意義 を述 べてい る24。

① 人 道上 よ り一 正 常児 と平等 に人格 を認 め る こと

/吾 人 と同様 の幸福 を得 しめん とす

②刑事上より一社会の犯罪行為を減少せんとす/

社会の犯罪行為を未然に妨減せんとす

③社会政策上より一生食して家庭の厄介者となら

しめざらんとす/適 当な職業に就かしむ

④経済政策上より一社会の被る物質的損害を減少

せんとす

⑤教育能率増進上より一個性と能力に適応 したる

教育を徹底せんとす/普 通学級に於ける負担力を

軽減せんとす

「特別学級」設置は、人道上の課題でありながら、

教育的な課題とともに社会政策や刑事上の課題を

も包摂し、社会ないし国家防衛論的見地から意味

づけがなされている。この文脈から、水平運動の

渦巻いていた学区を校区とする崇仁小学校にも 「特

別学級」が設置されていたことも了解されるであ

ろう。

大正昭和初期、設置された 「特別学級」の担任

になった教師の経歴や教育観などの詳細は末だ明

らかになってはいない。誰が 「特別学級」の担任

になったのかさえわかっていない場合もある。今

後の研究の課題ではあるが、担任が、この種の教

育の担任になってからはじめて取り組んだことは

容易に推察し得る。「特別学級」での取り組みも個々

の教師の試行錯誤に任されていたものと思われる。

有馬良治は、東京高等師範附属小学校第五部の成

果を摂取し、また、この期全国的な唱道者であっ

た青木誠四郎とも直接連絡をとり、意識的な実践

と促進運動を進めるという役割を果たそうとした。

また、担任同士の交流やネットワークの萌芽も推

察され、それが1929年 頃に組織された京都市特

別児童教育研究会へと発展して行ったものと思わ

れる。

これ らの初期 「特別学級」の教育実践は、後の

京都市における特別学級実践の発展の礎石となっ

たことは容易に理解し得る。この時期の模索は、

1930年 代、田中寿賀男(養 正小学校:1929年 か

ら担任)、高宮文雄(崇 仁小学校:1932年 から担任)、

田村一二(滋 野小学校:1933年 から担任)等 の 「特

別学級」の担任を中心とした実践の主体の形成と

組織化に引き継がれ、「特別学級」における教育

実践の姿を明確にしていくこととなる。



1戸崎敬子 『特別学級史研究 第二次大戦前の特別学級 の実態』

(多賀 出版 、1993年)、 同 『新特別 学級史研究 一特別学級

の成立 ・展 開過程 とそ の実態』(多 賀 出版 、2000年)。 戸

崎 の著書 には、残念なが ら京都市 における 「特別学級」 の

まとまった検討 はない。

2京 都市立崇仁 小学校は、2010年3月 を持 って廃校 とな った。

崇仁 小学校 と学区の詳細な歴史年表 として、竹 口等 『我等

の歌 一崇仁歴史年表』 阿咋社 、2010年)が ある。

3川 向秀忠 「伊東茂光論研究 ノー ト」(『部落解放研究』第2号 、

1974年)、 杉尾敏明 『同和教育の源流 一伊東茂光 と前 田ツ

ネ』(部 落 問題研究所 、1975年)、 八箇亮仁 「伊 東茂光 と

崇仁 教育」(r被 差別部落 と教員』 明石書店 、1986年)、

神楽子治 『校長 あ りき』(部 落問題研究所、1987年)
4秋 定嘉和 「1930年 前後、人権 教育創造 の試み 一有 馬良治

とそ の周辺 一」(世 界人権問題研究セ ンター 編 『人権講座

講演録1999年 度』、1999年 、p.65～88)。 ただしこの論

考 は講演録 であ り、崇仁小学校か ら東京の川南小学校 に転

出 した田中邦太郎とお もわれる教師 に関す る記述な ど明確

な誤 りも多 い。

5米 騒 動の際 に先進的 な役割を果た した崇仁 学区住民 ・児童

の教育 のために宮戸 俊一校長が更迭 され、京都市教育会顧

問小西重直、佐 々木惣一、京 都男子師範校 長角谷源之助 、

同教 諭竜野定一 、京都市視学 大野勇 らに後援 され る形 で、

1920年10月 、後に 「一切の平等主義者」 と評 された伊東

茂光が校長 に着任。

6伊 東茂光 「同和教育30年 」 『部落問題研究』第2号 、1949

年 、P.29.
71923年 度卒業 生の欠席 日数 及び出席率(『 大 正12年 度卒

業生成績簿 』よ り作成)を 以下 に示す。

表1923年 度卒業生の欠席 日数及 び出席率

19181191911920119211192211923欠席日数

1年2年3年4年5年6年

0-10162146160165168153

10-20125133123123123118

20-30117125113116113113

30-40161811511111014

40-50151618141114

50-60141414111215

50-60131110101012

60-70121110111111

70-80101112101211

90-1001111131612111

100-10101013113121

出席率93,092.491.990.186.672.6

1)各 学年事の人数の統計が変化しているのは、転入学、

死亡などがあったためである。

2)長 欠及び退学に関しては、全日数欠席と見なし平均

欠席日数及び出席率を計算した。

3)年 度の途中入学者に関しては表及び計算には入れて

いない。

8磯 谷 玄松の 『日宿直 日誌 』への記載(1926年2月18日) 。

夜 の応接室 にあった貴重な書物、ペスタ ロッチー像、墓碑

などが浮 き出されて、昼夜にわたったペス タロッチー祭 の

事が追懐 されざる を得なか った と記 されて いる。

福 田武雄 『断食 日記』(私 家版 、1927年)

)±屋克 巳による 『日宿直 日誌』の記載

}崇仁尋常小学校 『ペスタ ロチーに復れ(増 補版)』1927年 。

侑 馬 は、ペスタロッチー100年 を記念 した 『ペスタロッチー

全集』(ペ スタ ロッチー百 年祭記念 出版 、全4巻 、イデア

書院 、1927年 よ り刊行)に も関与 していた。 当初 の全集

の構成の 中で、有馬 はペスタロッチーの書簡部分の翻訳 と

解説を担当していた。有馬の急逝によって全集の中には、 「ペ

スタ ロッチー の手紙」 の巻 は出されていない。有馬良治遺

稿集刊行 委員会 は、 「田園の家庭 に於 て貧児の養育並 び に

仕事 を與ふ る施設 の講演 に助 力せ られん ことを世の志士仁

人 に訴 ふ」の訳 とともに、 「ペス タロッチーの手紙 」 とそ

の解説 をまとめ、有馬 の著書 に入 れ込 こんだもの と思われ

る。

L前掲 『ペス タロッチ ーに復れ(増 補版)』

}1935年 の段階で は次 のようになって いる(京 都 市崇仁尋

常高等 小学校 『本校施設 の梗 概』1935(昭 和10)年4月

p1-4)o

「昭和九年度 よ り、一年 生の一 ヶ年は能 力別 によ らず 、

生年月 日によって平等 に五組に分 け、二年生 に進級する際、

知能検査 と精密な学業調査 によって能 力別編制にする こと

にした。

三年以上 の者 は其 の後 の学 業成績 の如何を考えて、入れ

かえ を行 っている。

能力別 の編制 については種 々の議論 もあるが、本校 とし

ては今 日の処で は他 の編制 よ りも可な りと考えている。現

在の編制 を次 に表示す る。

学級編制 の概要

ほ に は ろ い 年 一

CB"B'BA年 二

特

CB"B'BA年 三
別

学CB°B'BA年 四

級CB°B'BA年 五

EDCBA年 六

合混娚 一 高

一年の い、 ろ、 は、に、ほ、は優劣 な しで、二年以上は

最終 と再劣 の二学級 をとって之 をA及Cと し、他 の中等

児 を三等分 してB、B'、B"と なす。 この三学級は知能学業

に於 いて優劣はな い。六年 のA、B、C、D、Eは 優劣五段

階 に分かつた もので 、この分 け方 は本 年限 り無 くなる もの

で ある。児童 には優劣編制 である事 を知 らさず、指導者の

名前 も以 って学級名 として いる。

A組 に入るべきものは知能指数110～150、Bは80～110、

Cは80以 下 となって居 るが、年度 によって多少 の差 異が

あり、上級学年 にありては多少の変化が ある。

なお、1939年11月 に発行 された 『崇仁教育』 において

も、 この 「学級編成 」の説明 は、 「特別 学級」 もふ くめて

同様の もの として なされ ている(京 都 市崇仁尋常高等小学

校 『崇仁教育』1939年11月)。

1な お、昭和期 にはいる と、崇仁小学校では、無料助産活動

を行 っている(1934年11月 よ り)。 教師で産婆養 成所の

出身で あった八 田ヲコ トと看護婦 の資 格を持った仰木磯子



が助産活動 を担当 した。 これ も地 区の母子保健 や衛 生状態

の 改 善 へ の働 き か け で あ っ た(前 掲 『校 長 あ りき 』

p.192-194)
16こ の記述は 『ペスタロ ッチーに生きる』に所収のものによ

る。ただ し崇仁小学校 『日宿直 日誌』 には、この記述みつ

ける ことはできなかった。
17田 中邦太郎は、和歌山県西西牟婁郡上秋 津村で生まれ、和

歌山師範卒業後、和歌 山で教師 とな る。児 童の心理や病 理

に興味を もち、和歌山で教師 をして いた時期 か ら日本児童

協会 の会員 とな って いる(『 日本児童協会 時報』第1巻 第

3号 、1920年9月 に新 入会員 と して名前 がある)。1924

年～1926年3月 まで崇仁小学校で教鞭を とり、その間 『解

放の雄 叫び 一平和の鐘は鳴る』(1925年)を 刊行 。その後、

東京に転出 し、東京市川南尋常小学校 の補助 学級担 任 とし

て実践を行った。その間、東京 の地域 をまわ り社 会事 業を

説 く、1934年 頃か ら歴代 の皇稜跡 を巡拝 して教育 に生か

そ うとする。笄小学校 の補助学級 の担任 、通常学級 の担任

を経て 、1938年 、 中央融和 事業協会 の主 事 とな る。 田中

の補助学 級の担任 と して の経 歴は、川 南小学校 で、1926

～1928年 度の間、笄小学校では1932～1935年 度まで経

験 した者 と思われる(富 岡達夫 『東京 の知能遅 滞児教育史

序説(戦 前編)』(大 揚社 、1994年)の 補 助学級担任 一覧

表 に補足)。 なお、東京時代 の田中の補助 学級で の実践 の

様子については不明で ある。 また、 田中の経歴 と融和教育

論については、大庭宣尊 「田中邦太郎 そ の融和教育論の

軌跡」(『被差別部落 と教員』 明石書店、1986年)が 詳 し

い。

18小 西重直宛書簡(『 ペスタロッチー 生きる』、p,99)

19同 『ペスタ ロッチーに生きる』pp .77-79

20中村勝二 「東京高等師範学校 附属小学校戦前の 『精神薄弱』

教育の歩み」(『筑波大学付属大塚養護学校 創立三〇周年

記念誌』1990年11月 、p.38)な ど参照。
21高 宮文雄 「特別 学級経営への反省」『異常児教育』創刊号、

1933年 、p.45。

22京 都市社会課 『京都市に於ける特殊児童調』(1922年)で

あるが、 この調査 につ いて は、拙稿 「戦前京都 における障

害児調査 と児童保護 ・教育事業」(『京都大学教育学部紀要』

第34号 、1988年3月 、pp.254-265)で 詳 しく分析 して

いる。

23京 都市役所 『精神検査法』(京 都市役所 、1922年)

24成 徳尋常小学校編 『精 神薄弱児の教育概 要』(1923年)に

よるが、 この史料は未見である。京都精神薄弱者育成会 『道

しるべ』(1969年)及 び藤波高 『と りのこされた子 らの京

都の教育史一 明治 ・大正 ・昭和 の実践』(文 理 閣、1988年 、

p.29-31)を 参照。なお 、成徳 小学校の特別学級 は 「教材

は現在学力程度 を主 として定 め所属学級年 は参考 とするに

止む、其取扱は専 ら適性 と知能発達 とに順応す 」としてい

た(文 部 省 『全国 特殊教 育状 況 』社会 教育 叢書 第八 輯、

1924年9月 、なお この文献 には一橋尋常 小学校、桃 園小

学校の教授上の工夫も掲載されている)。


